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　日本免疫学会は多田富雄先生らが中心となって
約40年前に創設された学会で，その第40回の学術
集会を2011年11月27日～29日の期間に千葉市の幕
張メッセにて開催いたしました。千葉市での開催
は初めてとなります。本学術集会では，免疫の認
識と応答の機構や臨床応用へ向けた免疫制御機構
の解明，特に免疫記憶の形成と維持の機構の解明
と免疫疾病の制御への方向性を示すことを目指し
ました。小春日和の 3日間で初日（27日）が日曜
日ということもあり，招待演者を含めた参加者総
数は約2,250名になりました。連日熱心な学問的
交流が行なわれ，大変実り多い学術集会になりま
した。
　会場の幕張メッセは初開催ということから，担
当者一同が一丸となり約 3年かけて周到に準備し
てまいりました。幸いにも2011年 5月に本学術集
会の渉外委員長である河野陽一先生が日本アレル
ギー学会を同じ幕張メッセで開催したので，会場
のレイアウト等のご指導をいただき大変助かりま
した。また，国際会議場では新たに講演会場が 4
箇所増設されたため， 1日当たり12講演会場を準
備することができました。それによって，午前中
に同時進行する 4つの国際シンポジウムを同一フ
ロアーで開催することができ，興味ある講演を逃
すことなく聞けたと喜ぶ参加者の言葉を多くいた
だきました。またポスター・展示会場を講演会場
に隣接して設けることが出来たため，参加者の利
便性に配慮した会場配置になったと思います。
　 3日間で12テーマの国際シンポジウムと67テー
マのワークショップが開催されました。特に新し
い試みとして，国際シンポジウムの開始前30分間
を使ってシンポジウムのオーバービューを兼ねた
レビュートークをシンポジウムの座長にお願いし
ました。国際シンポジウムは，最新情報の発表か
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題）の中から座長により選出された口頭発表演題
に加え，口頭発表に漏れた演題も“one minute 
presentation”を行い，活発な討議を行うことが
できました。引き続き隣接するポスター会場で，
ワークショップ発表演題のポスターを前に熱心な
研究討議がおこなわれました。ポスター会場では
スペースを十二分にとり，ポスターを前にした研
究討議をゆったりとした環境で行えるように配慮
いたしました。また昼食時には，ランチョンセミ
ナー形式で 6演題の関連分野セミナー，12演題の
テクニカルセミナー， 7演題のクリニカルセミ
ら討論まで全て英語で行なわれるため，その講演
内容の理解を深めるためのレビュートークは日本
語で行なってもらい，さらにそのレビュートーク
の内容を事前に学術集会のホームページに掲載し
ました。この掲載内容のコピーを手にしながら国
際シンポジウムに参加している方が多く見受けら
れ，シンポジウムの内容の理解が深まったのでは
ないかと思います。この試みは大変好評でしたの
で，次回の学術集会にも引き続き継続されること
になりました。
　午後のワークショップでは，登録演題（計850
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され，免疫学研究が新局面を迎えていることを強
くアピールするなどの組織的戦略が必要であるよ
うに思います。
　本学の免疫関連の先生方の多大のご協力のも
と，本学術集会を何とか無事にやり終えることが
できました。この紙面をお借りして，お礼を申し
上げます。特に，副会長の中山俊憲先生（プログ
ラム委員長），中島裕史先生（財務委員長），幡野
雅彦先生（総務委員長），河野陽一先生（渉外委
員長），事務局長の有馬雅史先生，事務局の坂本
明美先生，プログラム委員の岡本美孝先生，松江
弘之先生，岩間厚志先生，山下政克先生（現愛媛
大学），下条直樹先生らのご尽力に深く感謝いた
します。
ナーと合計で25演題を開催しました。特に今回は
クリニカルセミナーの人気が高かったことから，
免疫疾患の治療法の新展開がトピックになってい
ることを改めて実感しました。
　一昨年（2010年）の 8月に第14回国際免疫学会
議が神戸市で開催されたことにより通常の学術集
会が開催されなかったため， 2年ぶりの学術集会
ということから多くの参加者を期待していまし
た。しかし，実際には前回の参加者（約2,400名）
と演題数（893題）を下回ってしまいました。日
本免疫学会のあり方検討委員会では，学生会員数
の減少が著しく，そのため学術集会への参加者と
演題数が減少していると分析しており，若手会員
の獲得に向けた対策を検討しているようです。免
疫疾患の克服に向けて新しい生物製剤などが開発
